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 とベルクソン
 ベルクソンとプロティノス
とベルクソンとのについて	
するにベルクソンのとプ
ロティノスのそれとのについてふれておきたいはには
のさにづいていたかもしれないがおそらくつぎに べる!"につ
いては#らなかったとわれる"はベルクソンのとプロティノスの
それとは$いをもっていた
プロティノス%エネアデス&の'()ブレイエは*+にコレー
ジュドフランスで,われていたベルクソンの-プロティノス.*%エ
ネアデス /0&1
１
に23して4けた56をつぎのように7した
ベルクソンが89の:;をに<,った=>>?@ABと7CのDEを
じた%エネアデス /0&の.をいまなおFGと5Hとともにい
Iすのである>><ベルクソンは=プロティノスのうちにもうJKの
LをMめるかのようにテクストにNしくOっていく
２
P Q
１ -5Rと7Cについて1
２ 	
	
	
IIPP.U.FQ,
pp.178-79.
ベルクソンはヨーロッパののでプロティノスに	したほ
とんど
のとっていいだろうそしてそのにを
ちけたがであったわけであるがベルクソンはプロティノスの
どのようなにをもちさらにはそのベルクソンのどのような
にをもったのかまずでたプロティノスのを し
ておこう
プロティノスの!"は#$%&'(	
)という*+
をもっていたすなわち#)から#,-)が#,-)から#.)が
#.)から#/0)が$%するそれは1も23と4びていく5の6のよ
うな7を8しているただしその$%は9:;な<=でじるちょうど
>?から$する@がそのAからBざかるにCって9:;に@DをEめてい
くようにベルクソンのFGをHいてえばIJのKLMNOPから
$したものがIJのQRMNO/0PにまでSるそしてこの$%という
TUはVWにそれXYのうちに'(というTUをZんでいるそれはあた
かも%$[から\れてBざかるブーメランのTUがVWにそれXYのうちに
Vじ%$[へと('するTUを]^しているようなものであるそれゆえ
/0は.を.は,-を,-はを_`すプロティノスにおいてはW
aというは#.というの4び)でありbBというはにc
dして\れない#,-という)そのもののeりようであった
fgのためにベルクソンからもhHしてみよう
われわれののi7はj3なのk!そのものとlmさせるので
ありわれわれはあるいはnにoかってあるいはpにoかってそれらの
にCうようqめなければならないいずれのrsもtuにvしくな
るqwによってわれわれはxJなくyLしうるのでありいずれのrs
もわれわれXYをz{するのである|pにoかって}むと~われわれ
はにしていくにみっていくことになる	それらの
O P
はわれわれののよりもくしておりわれわれのな	

をそのにわせてすることによってをにしてしま
うのであるそのにはになもののながあるだろ
うこのなによってわれわれはをすることができる
だろうの に!めばわれわれは"#に$%し&き'まり()を
*していくに かうことになるそのには+,が-.するであ
ろうそれはなのではなく	のきた
したがってまだ
いているでありそのでわれわれの
がのの
としてされるであろうようながあら
ゆるのであるようにあらゆるのであるようなで
あろう
３
するにがして へ!かえばその"#に$となり%に&'の
(を)めて*へ!かえばその"#に+というにまで,るこれはベ
ルクソンによるの-./0なのではなく	の
きたしたがってまだ
いているでありそのでわれわれ
のがのの
としてされるであろうようなが
あらゆるのであるようにあらゆるのであるような12
を3めてほとんどプロティノスである
４
このようなベルクソンの45とプロ
ティノスの45の6さについてすでに78も9に:;していた
/は0/の1!2である/の34は56に7きな8の9:
のようなものであるそうしては;プラトン<=>	?の@
/ 2
３ <=>*?@AB/C2	
	/2DEFG0プロティ
ノスとベルクソン1/HIJKLM<NプラトンO.のPQとHRBSTUC VW2
XY
４ Z[0と\]^プロティノスからトマスまで^1/_`a<ネオプラトニカ^ Nプラト
ンO.のbcdBeSTUC2および0\]のfg1/_`a<ネオプラトニ
カ^ NプラトンO.のPQとHRBeSTUC2XY
とじようにのの	
にならないが
しして	され
されりされつつあるである
によればするちのとのとは
 にの!"を#する$つの%&であって'()とか*'の+,
は-.の/0った+,である12345!6789:8;<=>?
のフランス@A BCDAE;;-FG
H%プロティノスとベルクソンの0いはどこにあるかとIえばプロティ
ノスのIう=JKEはLMのNであってLMがそこからOPしてきた-Q
のものではないプロティノスにとってはJKをさえRえている-QとのS
-がTUされているのにVしてベルクソンにはそのような1=-QEとい
うGWXはないまたプロティノスのIう=YZE=[1\/GE=LM
1JKGE=-QEはそれぞれ]の^"1であるのにVしてベル
クソンのIう=_/1YZGE=JKEは=\/1`aGEと]の^"ではな
いYZとJKは`aののbcとdeのbcつまりfQはそのgh
で`aのfiであるそしてベルクソンはプロティノスが`aのdeの
bcであるJKの+Xさらにjbkには-Qの+Xにlまろうとしてmn
1oGへりてくることがないとpqする
しかしそのような0いまたそのpqのrsは]としてtなくとも
[のNがのbcにuってY1YZvw"Gするとxるyでま
たからdeへのz{v{|1	
Gを}くというyでベルク
ソンはプロティノスとほぼ-~する
は[がへかえばYZとなりDへかえばLMというJKにま
でuるというすでにプロティノスにxられベルクソンにおいてNしたこ
のWXに をもってたびたびれるはベルクソンのこのWXをデカ
ルトのw|$メーヌvドvビランやラヴェッソンなどフランス@
Aによってaけられてきたその$をするのkなyと
1 G
えくしているとわれるもちろんその	フランスにはポン
ティやマルセルなどの
があるこのではのベルクソン
はのつぎのようなベルクソンとなる
のまたはのを	らかにするためには
を
にさせるのと
のとのをするこ
のにいわゆるの	
がある	
が


と
とを

	
としてさ
せと	とを 

として
させたのとたしかに!"している 
が 	の#
$のことを 			

%デカルトの&'の()*+,-とか		
		

%().されたデカルト/0-と1っているのはそのに2してである
	3
も34の5が6る78で&'であることを9めている
:えば の;<の=にそのことを1っている>
し?@をABにさせて?@の78をCDしたのはEFのGH 	







であるIJKL
MNOEPQERST()のフランス#$ ,UV$IRWX
FWY
ただしどちらのがZしいというのではないフランス#$の&'
の[\とその]^の_みの`aがベルクソンの=にもあるということであろ
うがベルクソンの=にbられるそのフランス#$の&'の[\をc
dするのにしてはベルクソンをむしろその&'をF'.しよう
とするefのghとみてくするのである
それにもかかわらずはあるijklmのnがopのqrにsって
t.AB.u
.するというvwをベルクソンプロティノス
 
がのとるとして	
になるはベルクソンには
がないとりしうこのような	のはにしてこれ
はベルクソンにはりられる
 !という"#が$けている
ということい%えれば&に'(ないし)*+プラクシス,ということ
だけではなく-+ポイエーシス,ということが$けているということで
あろう./0の1の23はベルクソンによっても4たされていないという
のである
のベルクソンの56について789:;べられたことをテキスト
に<して=>しの?@についてさらにAえてみたい
 とベルクソン
BCDEFG.H+I "JとK+LM,およびI "Jと
K7N+LM,,においてはつぎのようにOいている
PQへRたSTにはUはVいにベルクソンにWXしてYたZ[:\
]Sにベルクソンの^_を`んだのはabの 	

	
	
	であったcどういうdeからであったかfは"いgせ
ないがはくからメーンドゥビランにに	を
っていた
Z[:\fでもUはhに 	
	などいうiをj
kすることがあるZ[:\ととののきは
いとう+l.mn.op,
これはFqH+rsのtuvwおよびrsのtuvw Ix
+LM,,yz0{そしてFmH+rs0{DFlnrs|への
}~nおよびrs0{DF.+L M,,yz0{をOいていたh
にIくhの{であるこのhはすでにVきな"#
をて
いたにのプロティノスの56について=>したたように
+ ,
ないしのからのへの	あるいは
のからの
へのであるのには	そのにし	フランスがき
なをもったことがされているベルクソンのという
はもちろんであるが	メーヌ ド ビランの!"#$%と&"#$%
というと'()	それを*+したラヴェッソンの'()などがそれ
である
,-は./0の1で	つぎのように2う
3の45というのは678い9:であるが	;;<はこれまでこの9
:について=>せられた?@のABをCDに7つことができると
う/にはEF)#AB	GにはE3)#AB	HにはIJ)#AB	
CにはKL)のABである;;ベルクソンにMってNABからO
るPQなRS#な?@のTUがVかれたようなWがする;;Xえるこ
とのできなかったF3のYZが[のPい\の]によっての/
つの^れの1に_かされたような3がするかつてヘーゲルは`Fを
aの^の1に_?してヘラクレイトスbcパンタ	ライdレイeの
をfgしたが	ベルクソンは`Fをhあるijの^の1に_?して	
k/のをfgしているようである[のはlにmn#で
５
ある
oCGCpGqrFsとtuのvw
これは,-がベルクソンのをデカルトbcの	さらにはプラトンbc
の	Gxyz{に|ぶ,}~の1で9:でありけてきた345の9
o w
５ #o#wにしてmn#と2われているそして	mn#と#
o#wとのは	^"#と#	あるいはow#と#	
さらには
#と#というとしてもされる,-はらのを	
をして#o#w	#	#	#とするのであるしか
し	もちろんこのことは	でみるように	,-がmn#	^"#	あるいは
ow#	さらには
#というをもたないということではないそれは	
のうちどちらか/にというのではなく	にkのをおくであるつまり	そ
れは#o#wpmn#なのであるあるいは	そのをもつという
で#と2えるかもしれない
にするのつのと	ていたことを
しているとに
ののをも
しているのうえることの
できなかったのが の!い"#の$によって%&'(のつの)れ
の*に+かされた,とは-に	たようにベルクソンが%&'(.
の/0の12が345.であり6に%&'(の78
の12が9:であると	るを;している<がいわばまどろみ
その=>の12に?った@Aが345.であり6に<がBCしその-
Dの12に?った@Aが9:なのだとってもよい<とはEくFGに34
5.があるわけではない<をHえたところに9:がIJしているのでもな
いはベルクソンが345.と9:を<という'(とはFGにK
れてLするMNのO3なのではなくてその'(のPQ/0と78と
	ているとしてRくSTしているのである
しかしはベルクソンをUVWにXけYれていたわけではないすでに
Z[\]Bに^ける_`とabc	
dではつぎのようにわれてい
る
ベルクソンは%&'(に^いてはeのfgにもhることができないと
いうがijはkにlmのnoをabしたであるpしベルクソンの
qrstuがiのきものならばそれはvであるwきた%&'(
ではないxの%&'(はyに^いてU2のz{たると|にyに
^いて9}の~,でなければならぬベルクソンはのyを	し
てると"う[
またZ\lの,	
	dと,	dで
はつぎのようにわれる
なくしてとうべきものはないとはせられた
 
	

であるの	
にいては
によってにのがせられるとにの
の をも!に"#の$%の&'として(ることができる
ち	
のとはのをののにす
ることをするのであるというのもかかるをみ
くに ならないに!いて"#は"#の$%をし
&くさんとするのである'に()
*のによって+,-.を
するのではない/01"#がによって%をすること
は-.をすることである	
なる23 45して5つ
の6となる789:;98<=
さらに>9?7@AくものからBるものへCD=においてはつぎのよ
うにEわれる
$%の)*には+,- .-がなければならないベルクソンの-.
というのは'なるFG-.であって-.ではないベルクソ
ンの"#には/と0う1がないとにそれは2に$きて3く"#では
ないHのIJKというものをLたない"#のHの-.はMNに!い
てOまれMNに!いてAくものでなければならない799P;9:<=
そして>Q?7@Rの-STUCD=ではつぎのようにEわれている
HのOVというべきものはベルクソンのWXというYき'にZ
[なる3\]ではなくして^Z[のZ[でなければならぬ_し
てOまれるということでなければならぬOVの`aはb[でなけれ
ばならぬベルクソンの$%には2の/というものはない4に5の67
にいて+,89の:;が<でない7:8Q<=ベルクソンの$%
7 =
というきものはではないのない	である

は	
にがまどろみそののにったが
でありにがしそののにったが である!と
いうときのとくにがまどろみそののにったが
である!という"#に$して%&'な()を*+に,-するようになる
のである./い0えればベルクソンでは123に4べてに
56な789':;が<えられていないと=ているのである./うまでもな
くこれはこの3>の?@のAりようをもBしている.
６
はすでにCくからむしろベルクソンにD(つフランス?@すなわち
とくにEFGHでのIJKでふれられていたメーヌドビランの?@がも
つ:LにもMづいていた.メーヌドビランはNO!に
PQ'NO!	
R	と
SQ'NO!	
Rとがあると/う.
				
たとえばTにおいてUかがVWにTれるとくすぐったいXじがするよう
な)YとZをQかして[にTれるような)Yとがそれである.そして\
]!はPQ'NOとSQ'NOとに5^$の_`をaぼす.bcは^d\
]によってますますe*fになる.たとえばgいは\]によってXじなく
なる.それに$してhcは^d\]によってますます*fになる.たと
えばZのij'kQによってlわれるTは\]によってますます[の
mnoをpqしrsすることにtuする.vwやxyなどの)YのZ
のzきを#{すればよいだろう.\]がSQ'NOを|}しPQ'NOの
~からするときわれわれの"Jはのjをげうるのである.
12のjはSQnの\]'u\に7するという.
 
６ ベルクソンにしてその"#をみればベルクソンもの:;をするのではなく
から-のへの!
によってが/うの!といっ
たようなをえているのかもしれない.
このようなはをめを	めるというメーヌ
ド
ビ
ランのをしが	められることによって
	
がじるとしたのはラヴェッソンである
によってするは とは!なりまた"とも
!なるである	

７
すでに#に$いた%&'ではつぎのようにも(されていた
ベルクソンは)*+に,-の./をなし0つは)*+

で0つは)くなった*+
であると1って
いる23は4の)であって53は6と7と8せる9:の8;であ
る<の=つる>きは?く)*+であって<はその=つることを@
らないAにしによってとなったBCのDとかEF
3のGHIJとかいうのはKLがDのMJによってNがれているの
であるOHPQOしかしQRなる)*+と!なった)くなった*+
とはDによってNがれたものではなくDをSTUしたものでなけ
ればならぬによってた
じゅゆうてい
というのは	に
で
はないがをくにうのではないが
	に ではないそこには!の"がなければならぬ#$
"ではなくして%&"がなければならぬVWスタイルとはJ
XYであるベルクソンの1う>きDにZするKLの[\に]づ
く*+の^にDによってNがれることによって_ち`a0によっ
てずる*+があるのであるbしてすべてcdなるものはeLな
るものの]fとなりgとなる>く53は23の#にhiするので
ある,jklj,m
 
７ n3はメーヌ
ド
ビランとラヴェッソンのについてはopqrs?tu%j'
vwフランスxyz{,|,}&&|mを~にしている
ここでがによってた	
というのはに
ではないそこにはではなくしてがなければな
らぬとうときメーヌドビランにはふれていないがかれの
がらずらずのうちにの のにあったであろう!"なくともメー
ヌドビランの#$の%に
ということに&じるようなものを
みていたであろう!がここでうではなくして
というのはメーヌドビランの#$を'()*したラヴェッソン
の+を&じて,-.が/められることによって0じる1
2.すなわち3-ではなく4でもない5の4い
かえれば6789となって:;する<=>?としての@の4に
ABするとみてよいと#われる!,-がいよいよそのような4をC
,にするのである!
そしてDEFGHIJK D8LHIMNへのOPLHIJK
DQRSTにはつぎのようなUVがWられる!
5のエランヴィタールは=Xでなければならない!YはZの[に\
いて]^をに_`とaえるベルクソンとはaをbにするものである!
G8EELEcdTベルクソンはをのとえた	
はに
しエランヴィタールをのとえるのである	ベルク
ソンはなるものをとしてなるものをとえた	
はそ
れをにえるのである	e%fgYはについてhJをiしたj
klラヴェーソンのをmんでラヴェーソンがnにに
ついてoくaえてpることをった!それはqrstのuv.とまで
にaえるものではないがについてwxにyんだzしいaとわざ
るをない!GQ{|L{}dT
G T
こののはすでにらかに	
のではなくての
あるいはのではなくてのあるいはまたのの
ではではなくてとんでいいような
をもつようになっている !"#$%&!'()*+,-+./
は0にとって12な	3をもっているそれはたんにラヴェッソンな
どが4うように56の78を9すというにとどまらないがいよいよ5
6:し56がいよいよ:するのを;<にするのである4いかえれば
われわれがそこにおいて=まれそこにおいて>きそこにおいて?にゆ
く@ABCDEの@AFGHIとなるのにJきなKLをMたす
はベルクソンのNOをPQしているのではなくメーヌAドAビラン
やラヴェッソンの./RをSかすことによってベルクソンのエランAヴィ
タールというNOをなりにTえUそうとしているとNわれるすなわ
ちAをVのWXYZとしてではなくむしろ,-./によって
が56:[\:A]:+し56が:することによってこそエ
ランAヴィタールすなわち^な_`AaFをなす=はb,になるとc
えている
のdefにはかれのgをOhしてみればよいだろうg
にはgiのj0がれると4われるkがlとなりjがlとなる 
m"BCnFGとしてのop@Fq#r()*+さらに4えば
jsがjとなってkとなりlとなるtにlがkとなりjとな
りjsとなると4ってもよいこのときそこにはuのvがなければな
らぬwxvではなくして_`vがなければならぬ4いyえ
ればそこではに56がzっているそこに{|せられた
	

+がわれているあるいは56が}~しているといっ
てもよいその	3では56となり56はとなっている
は56としてのとして>き56はとしての56として>いている
のである
 +
たしかにはベルクソンはなるものをとして	なるも
のを
とえたはそれをにえるのであるとうほどに	
ということをするようになるしかしをの
	のとべばこれはこれでまたそれにするとしては
ということになるだろうこのについてはに 	を
した!や"#や$%の&'の()そして*に+,の()を-.す
る/にも01されなければならないだろう
は2345678 29678 2:;<=
において>のようにう
はととをにえてるのではなく	

の	ちののするとしてをえ
ているのである5?@9A=
5	=とBC5=とのDEについての1Fをわれわれな
りにいGえればがBCとなりBCがとなるということである
はこのBCがとなるということをHずしもBCのIJ5K
L=とはMないのであるNOがNとなりPとなりQとなるRじ
ことをにえばQがPとなりNとなりNOとなるこのとき
はほとんどBCとなっているそのSTをにBCがUVしてと
なってWわれているあるいはBCはとしてXいているとってもよい
だろうはBCとしてのとしてXきBCはとしてのBCとし
てXくのであるとBCとはなるもののYZ[\の]^_なので
ある
5 =
びにかえて
のにして	はその
としての
においてつぎのようにうデカルトの 
!"#の$はのを%&に'(してきたについては)を
ついやしてもにはふれないかふれてもできれば'しにすませたい
もの*えしのぶべき+であるかのようにネガティヴな,-でをあつ
かってきた./012このようなことは34も5づいていたように
6のフランス$の78を9れば:して;<=にえることではないが
ともかくは"#$の>?をおおよそそのように9<めたうえで
の@AをBみるしかもとしてのというタイトルがCして
いるようにたんにをとDEするものとしてあるいはをたん
なるFGFとしてではなくて!とがH0してはたらいてい
るI=.としてJえようとする
これをKしてLMNOはつぎのようにPいた34やQRSTは
!をUVにしてWとしてのXをにしているそれにDして

YZ[がをUVにしてWとしてのXをにしたことは
ZL\[]^すべき_`である.aP!bc./d2これはすでに
34などにも!0e.というfgはあるが34のhHにはのほ
うからが9られijとしてによりもにkがおかれているの
にDしてのhHlにのほうからが9られによりも
にmnがおかれるようになったということであろう
しかしLMのこのoKはにDしてのみならず34やQRにDしても
pqをrたものではない
８
そのoKにもsわらず34のhHそしておそ
らくのhHもtuにははvwり!0e.としてJえられて
 
８ もちろんLMはをxくKyしようとしているのであるがそれにもかかわらずLMのo
Kはのz{に|ったものではない
おりのうちいずれをにするというのではなくに	は

としての	であるとに
は	としての
としてられている
というつまりはをなるもの
の の!"として#えているのでありこの$でほど%&した'
()はかつてなかったと*ってよいであろうは+マルセルやメル
ロ+ポンティ,-などに.がけてすでに/の
0を12していたの
であるさらにの34その0は56789:;<*=
>?といったような@AなBCDにかかわりをもつちなみにEFの3
4もかれの*うGHはIJにKざすあるいはIJからLちMるそれ
であってそのNOでそれはPして
をQれたものではないいわゆる
RSJをTむということからQれたものではないのであるUVW
GHX
またはMにたようにVWでだれよりもはやくベルクソン'(の
YZHを[めていた\もっとも]れた'()はだれかと^_にBわれ
たはそれはベルクソンだと`aしたというははやくからジェー
ムズのbcdeそしてジェームズとfgのあったベルクソンのbc
hiというjkにlmをもっていたそしてそのベルクソンはnoの
'()のpではほとんどqプロティノス'(のrいNOを[めていた
'()であったUsのt Xuvはそのベルクソンにもwx
になるそれはがそのゆえにプロティノスをwxするようになるそ
れつまりプロティノスではyzのNOが{|に}かされていないと
いうまさにそのじ~からであったはベルクソン'(にはN
+はあるが
がないはあるががないという
ベルクソン'(もやはりのへの'(あるいはの
への'(でありyzのへの'(あるいはIJのへ
の'(ではないというわけであるにではなくhiに

にではなく	に]Hをくという$でベルクソンでさえとしてプ
 
ラトニズムないしはネオプラトニズムのにあるということになろ
う	プロティノスベルクソン
にはというが
しているということ	しょうじ	つまりがないという
ことであろうこれは	うまでもないが	がないということにならな
い
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プロティノス'()*+,-./0
1 2を3!ただし	45の26には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<%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